


















携帯型光合成測定装置(米国Licor社、 U-6400) を用いて、葉の光合成速度 (Pn)、水蒸気拡


























方法はほぼ確立した (Ichieet al. Photosynthetica)。ここで問題となるのは、葉が見かけ上で
活力を持っていても(=緑色でも)実際には光阻害や水ストレスによる機能低下があることを、
分光学的評価と生理機能評価で結びつけていない点である。しかし、最近、光匝害に対する防御
系キサントフィルサイクルの評価と分光特性に因果関係が解明され始めたので、この点に注目し
て解析をすすめることで、隔測データと生理機能データの対応が行え、スケーリング・アップが
可能になる。
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